
災害状況の条件

　　震度：5強、受電状況：全停電、時間帯：平日昼間、非常用発電機：有り
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　　　　　　　　↓　※ 5～22 ： 運転継続・焼却停止工程中、動作や稼働音異常有無を確認。

見学者、一般持込者の避難誘導

焼却停止

↓

水系タンクの保有量確認
（外部給水可否の確認）

廃熱ボイラ　水位維持の確認

↓

↓

燃料タンクの保有量確認
（非発稼働中、不足の可能性有り）

薬品・水の補給が困難　かつ　保有量ＬＬ付近
の場合、「運転継続」→「焼却停止」を判断

スラグ出さい口閉塞有無の確認

↓ ↓

薬品タンクの保有量確認
（補給手配可否の確認）

蒸気タービン　ターニング状態の確認

所内電力負荷＝発電量（必要蒸気量）の場合
タービン発電機　自立運転「継続」

非常用発電機起動・電圧確立の確認

↓ ↓

蒸気量安定確保により配慮した運転管理
（ブリッジ要因排除：搬入ごみ管理、攪拌の強化）

非常用負荷設備（冷却水(機器・ｽﾗｸﾞ)系、計装
空気系、ﾎﾞｲﾗ給水・ﾀｰﾋﾞﾝ補機系など）起動確認

↓ ↓

　　　　　　↓　※ 感震器動作、自立運転可否等により、「運転継続」又は「焼却停止」　↓

所内電力負荷＞発電量（必要蒸気量）の場合
タービン発電機　自立運転「不可」

非常停止　自動シーケンス起動

「運転継続」：タービン発電機　自立運転 「焼却停止」：非常停止スイッチ　ＯＮ

↓ ↓

初動計画フロー【案】　　ガス化溶融施設向け

↓

緊急退避指示の有無確認
（有りの場合、避難行動優先、指示解除後に帰所）

大規模災害発生

「中央制御室」に全職員集結

↓

全職員・見学者・ごみ搬入者の安否状況確認・救助処置

施設内での
火災の有無確認

建屋・各機器・配管等の
破損状況 目視確認

薬品・危険物類の
屋外漏出確認

↓

↓↓
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